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      <              動詞句             >   <主語名詞句> 
             動詞     修飾語 方向詞 
(1)(S) ‘ua     tafa          tele    mai         ata1  
<完了> はっきりする 大いに <接近>      明暗 
  「（夜が明けて）明暗がとてもはっきりしてきた」Moyle (1981:171) 
 
      <              動詞句              >   <主語名詞句> 
(2)(S) ‘ua     toe  vala‘au  mai     fo‘i         le   pusi  
<完了> 再び 告げる  <接近> <強調>      <定>ウナギ 
「ウナギは再びまた告げた」Steubel and Herman (1987:33) 
 
例文(1)は動詞句‘ua tafa tele mai「とてもはっきりしてきた」と主語の名詞句 ata「明暗」の
二つの句から成る。動詞句‘ua tafa tele mai 中の主たる動詞は tafa「はっきりする」であり、
その直後の修飾語 tele「大いに」は動詞 tele「大きい」が副詞的に前の動詞 tafa を修飾して
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いるものである。更にその後ろに接近を表す方向詞 mai が来ている。例文(2)は動詞句‘ua toe 
vala‘au mai fo‘i「再びまた告げた」と主語の名詞句 le pusi「ウナギ」の二つの句から成る。動






1.3. 動詞に後置されるサモア語の ina、タヒチ語の hia、ハワイ語のʻia 
前節で述べたもの以外に、三言語共通で見られる動詞の後ろに用いられる形態素として、
従来、受動態の指標として言及されていたサモア語の ina タヒチ語の hia ハワイ語のʻia があ
る 2。 
 
(3)(S) na      faʻalogoina  e        Fuaoletoelau le    mea  ʻua    tupu 
<過去> 聞く-<受動> <行為者> Fuaoletpelau <定> こと <完了> 起こる 
「起こったことが Fuaoletoelau によって聞かれた」Henry (1980:37) 
(4)(T) ua     hāmanihia   tō mātou fare e       te   tamuta   
   <完了> 作る-<受動> 我々の 家 <行為者> <定> 大工    
「我々の家は大工によって作られた。」Lazard and Peltzer (2000:66) 
(5)(H) ua    kau     ‘ia      kēia  mau kanawai e     ke   ali‘i nui 
     <完了>制定する <受動> この <複>法律  <行為者><定> 王 
「王によってこれらの法律が制定された」Adameck (1994:53) 
 
例文(3)では faʻalogo「聞く」に ina が、例文(4)では動詞 hāmani に hia が、例文(5)では動詞 kau      
「制定する」に‘ia がそれぞれ付されている。 
Pratt (1911:50)はサモア語の ina の語義として、“a particle affixed to verbs to form the passive”
と述べている。Davies (1851:102)もタヒチ語の hia の語義として“an affix to verbs, denoting the 
passive form, as hinaaro, to love, hinaarohia, loved”と述べている。同様に、Andrews (1854:121)
はハワイ語のʻia の機能について動詞 lawe「取る」の活用の説明の中で“Laweia is the passive of 
lawe. The termination IA is the sign of the passive, or forms the passive in all the conjugations.”と述





記述されている。例えば、Mosel and Hovdhaugen(1992:198 及び 747)は ina は受動態の文では
なく能格表示を示す動詞の文で用いられる能格化動詞接辞“ergativising verbal suffix”であり、
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その機能としては、１）非能格動詞に付加して能格動詞化する(“changing non-ergative verbs 
into ergative verbs”)、２）行為が語用論的に突出した行為者を含意する(“the action implies a 





(6)(S) na      faʻalogoina   e     Fuaoletoelau  ø    le    mea  ʻua    tupu 
=(3)  <過去> 聞く-<能格化> <能格> Fuaoletpelau  <絶対><定> こと <完了> 起こる 
「Fuaoletoelau が起こったことを聞いた」Henry (1980:37) 
 
このように、従来、受動態の接辞とされていた ina は能格化接辞として、また、行為者格
「~によって」を示す前置詞として分析されていた e はこの能格構文の主語 Fuaoletoelau に付
加された能格の前置詞として分析される。更に、目的語 le mea ʻua tupu「起こったこと」に











らも、 ina は接辞とみなされていたと考えられる。最近の記述でも、前述の Mosel and 
Hovdhaugen(1992:198)のように ina は能格化動詞接辞“ergativising verbal suffix”として接辞と
して分析されている。このようにサモア語においては ina は一貫して接辞として扱われてい
る。 
タヒチ語においては、旧来の記述である Davies (1851:102)では、hia は“an affix to verbs, 
denoting the passive form, as hinaaro, to love, hinaarohia, loved”のように接辞と分析したうえで
hinaarohia のように一語として表記している一方で、同じ文献の別の頁 Davies (1851:16)では
“a verb passive is commonly known by the particle hia being added to it, as hinaaro hia, loved” のよ
うに、particle(小辞)と述べた上でその直後の例で hinaaro hia のように二語として表記してい
ることから、同じ文献内で小辞か接辞かで記述に揺れが見られた。最近の記述である
Académie tahitienne (1986:276)では、hia は”suffixe de passivation”と明確に接辞と述べており、
現在の正書法でも、例えば、tāpūhia「切られる」（tāpū「切る」）のように分かち書きせずに
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ハワイ語においては、旧来の記述である Andrews (1854:121)では前述のように動詞 lawe「取
る」の活用の説明の中で“Laweia is the passive of lawe.”のように一語で書かれていることとか
ら接辞として分析していたと考えられ、実際に、古い文献では、動詞語根と‘ia は分かち書き
されず一語として表記されていた。しかしながら、最近の記述である Elbert and Pukui 
(1979:83)では‘ia を particle(小辞)とした上で、“written as a separate entry because it too can 







分析 サモア語 タヒチ語 ハワイ語 
旧来の記述 接辞 接辞・小辞 接辞 
最近の記述 接辞 接辞 小辞 
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接辞的                               小辞的 
大----------------先行する動詞への依存度--------------小 




 語の強勢についての規則は三言語共通であり、Mosel and Hovdhaugen (1992:28)、
Académie tahitienne (1986:9)、Elbert and Pukui(1979:16)、いずれにおいても、短母音か
らなる二音節の場合、強勢は常に後ろから二番目の音節に起こる。一つの音節の構造
は三言語共に(C)V である。従って、上述の例文中のサモア語の ina、タヒチ語の hia、
ハワイ語のʻia はいずれも二音節からなり、ina は[ína]、タヒチ語の hia は[hía]、ハワイ
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2.2. 生産性(productivity) 
 これら三つの形態素はいずれも生産的である。Mosel and Hovdhaugen (1992:198)、Lazard and 
Peltzer(2000:66)、Elbert and Pukui (1979:83)のいずれも、語彙的に特定の共起できない動詞が
決まっている等の制限についての言及はない。 
生産的であることは外来語動詞との共起によって裏付けられる。各言語の例を表 3 に示す。 
 











baptize Saura and Millaud(2001:56) 




seal Pukui and Elbert (1986:150) 










サモア語の ina タヒチ語の hia ハワイ語のʻia との位置関係について比較する。これら三つの
形態素と先行する動詞の間に他の要素が割り込むことが出来れば、先行する動詞への依存度
はより低いものと考えられ、すなわち、より小辞的と考えることが出来る。先行研究（Mosel 
and Hovdhaugen (1992)、Académie tahitienne (1986)、 Elbert and Pukui (1979)）では、サモア語





ヒチ語・ハワイ語の hoʻi がある。 
 
(7)(S) ua    faʻatonuina       foʻi    le   aumaga  
<完了> 命じる-<能格化> <強調> <定> 若者たち 
「若者たちに命じた」Henry (1980:66) 
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(8)(T) ia       tuʻuhia        hoʻi     te    ieie ota  
     ～ならば 植える-<受動> <強調>  <定>  ieie ota(植物名） 
「ieie ota が植えられるなら」  Manu-Tahi(1998:121) 
(9)(H) ua      mahele ʻia      hoʻi    ka  pule-hai    i    na   ano  elua 
      <完了> 分ける <受動> <強調> <定> 祈り-奉献  ～に<複> 種類 2 
「奉献の祈りは二種類に分けられる」 Beckwith (2007: 57) 
 











(10) (S) ʻua    tuʻuina          atu    le  tali 
<完了>受ける-<能格化> <離散> <定> 答え 
「答えは受け入れられた」Moyle(1981:56) 
(11)(T)ua      itehia       mai   teie  ofai 
      <完了> 見る-<受動> <接近> この 石     
「この石が見られた」Manu-Tahi (2005:103) 
(12)(H) ua     hai   ʻia      mai  keia  moʻolelo 





向詞が hia やʻia よりも外側、すなわち動詞から遠いところに現れていた。従って、全
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(13)(S) ʻua    taʻuina           atu    loa   ʻi   ai     le  tamaʻitaʻi lenei   






(14)(S) ʻia   ʻe        taʻu   atuina        ʻiate  aʻu 
<願望> あなた 告げる <離散>-<能格化> ～に 私 
「あなたが私に告げるように」Moyle(1981:56) 
 
ta’u「告げる」はほとんどの場合、方向詞 mai か atu のいずれを伴って用いられること
から、方向詞との結びつきが極めて強いと考えられる。例(14)のような事例は、<動詞
＋方向詞>、例(14)の場合には<taʻu atu>、で一つの動詞の塊のように捉えられている
ため、方向詞 atu の後ろに ina が付加されたと考えられる 4。尚、例(14)を見てわかる
通り、方向詞の後ろに ina が付加される場合には、方向詞と ina が一語として（方向












(15)(S) e        ao ina  tufatufaina lelei   e        tusa   ai     ma  le   aofai o  sea 
<未完了> ~すべき 配分する 適切に<未完了> による<照応> ~に <定> 量  ~の 株 
「株式数に応じて適切に分配されるべきである」 
Ministry of commerce, industry and labor (2006:343) 
(16)(T) e      aupuru-maitai-hia         teie taʻata,  
      <未来> 面倒を見る-良く-<受動> この 人 
「この人は良く面倒を見られるだろう」Manu-Tahi (2005:112) 
 (17)(H)Ina  aole    i      manao maikai ʻia     kekahi kanaka 
      もし <否定> <完了> 思う  良く  <受動> ある   人 
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(18)(S) ua     tigaina        tele    le   alii 
<完了> 苦しむ-<能格> 大いに<定> 領主 
「領主は大いに苦しんだ」Moyle (1981:86) 
(19)(T) ia      maiti-rahi-hia         te    mau taata 
      <願望> 選ぶ-たくさん-<受動> <定> <複> 人 
「人々がたくさん選ばれるように」Manu-Tahi (2005:126) 
(20)(H) he    la  i      makemake nui      ʻia   e         na  kanaka. 
      <不定> 日 <完了> 望む     大いに <受動> <行為者> <複> 人 
「人々によっておおいに望まれた日だ。Beckwith (2007: 165) 
 
「良く」の場合と同様、サモア語では ina が修飾語よりも内側に来ているのに対し、










(21)(S)le   fai   leagaina       o      a'u i    le   lalolagi, 
<定> する 悪く-<能格化> <属格> 私 ~に <定> 天 
「天で私を傷つけたこと」Sio(1984:10) 
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ように捉えられているため、ina が fai ではなく fai leaga 全体に付加され、結果として、
fai の後ろではなく、leaga の後ろに付加されたと考えられる 5。 
 以上の様に、サモア語に若干の例外が見られたものの、三つの言語の形態素
ina/hia/ʻia について修飾語との位置関係については、サモア語の ina は修飾語よりも内
側に現れ、一方、タヒチ語の hia とハワイ語のʻia は修飾語よりも外側に現れるという










 前節の結果は以下の表 4 にまとめられる。 
 
 サモア語 タヒチ語 ハワイ語 
強勢(stress) ✔ ✔ ✔ 
生産性(productivity) ✔ ✔ ✔ 
強調詞(intensifier) との位置関係 Verb __ Intensifier 
方向詞(directional) との位置関係 Verb __ Directional 
修飾語(modifier) との位置関係 Verb __ Modifier Verb Modifier __ 
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も内側（動詞の近くに）現れること、において、三つの形態素には差異が見られなか
ったが、動詞に修飾語が付加される場合においては、サモア語の ina が修飾語より内
















 以上をまとめると、これらの三つの形態素の中で比較した結果、サモア語の ina は
全体的な強い傾向として、動詞の直後に来る傾向があると言え、他の要素が割って入
らないことから先行する動詞への依存度は高く、より接辞的であると考えられる。一
方、タヒチ語 hia とハワイ語ʻia は動詞と hia/ʻia の間に修飾語が割って入ることができ
るため、より依存度は低く、従って、より小辞的であると言える。 
 
サモア語 ina         タヒチ語 hia・ハワイ語ʻia 
接辞的＜――――――――――――――――――――――――＞小辞的 
表４ 接辞的・小辞的 三つの形態素の比較 
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が、母音の前に見られる記号 ‘ は正門閉鎖音[ʔ]を表す。また、サモア語において用いられる g は閉鎖
音ではなく鼻音[ŋ]を表す。 
2
  サモア語の ina と良く似た用いられ方をする形態素 a というものもあるが、他の二言語の形態素と対応
しない点があるため、今回は比較の対象から除外した。 
3
  尚、強勢は動詞本体部分、例えば fa‘alogo の部分にも置かれる。fa‘alogo は fa‘a と logo の二つの塊とし
て強勢が置かれ、それぞれ後ろから二番目の音節に強勢が来て、[fáʔa]、[lóŋo]となる。 
4




  実際、サモア語の動詞 fai「する」は後の様々な修飾要素が付加されて、一つの動詞のようにまとまった
意味を表す事例が非常に多い。例えば、fai「する」＋fe‘au「用事」で fai fe‘au「(誰かに)仕える」、fai
「する」＋‘āiga「家族」で fai‘āiga「家族として生活する」(いずれの例も Milner (1966)より)等である。 
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